
              
    

（1）第109号 退職者の会ニュース 2026年10月 1日

続
い
て
秋
山
グ
ル
連
会
長
よ

り
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
、
電

通
生
協
市
川
部
長
の
特
別
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
で
は
「
相
続
の
キ
ホ
ン

と
気
を
付
け
た
い
ポ
イ
ン
ト
」

等
、
私
た
ち
に
と
っ
て
遺
産
を

ど
う
引
き
継
げ
ば
よ
い
か
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
わ
か
り
や
す
く
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
北
山
事
務
局
長
よ
り

「
二
〇
二
五
年
度
の
主
要
な
取

り
組
み
と
定
期
総
会
へ
の
課
題

」
と
題
し
ま
し
て
報
告
と
提
案

が
あ
り
ま
し
た
。
二
五
年
度
の

主
要
な
取
り
組
み
で
は
常
駐
体

制
・
事
務
局
会
議
・
幹
事
会
の

実
施
状
況
。
会
と
会
員
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は

「
お
元
気
で
す
か
コ
ー
ル
」
の

実
施
状
況
。
地
区
別
交
流
会
の

実
施
状
況
。
サ
ー
ク
ル
活
動
の

状
況
等
報
告
の
後
、
定
期
総
会

等
、
次
年
度
に
向
け
た
取
り
組

み
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

次
年
度
に
向
け
た
取
り
組
み
に

つ
き
ま
し
て
は
、
概
ね
今
年
度

し
た
。
休
憩
の
後
、
各
サ
ー

ク
ル
の
リ
ー
ダ
ー
よ
り
、
今

年
度
の
サ
ー
ク
ル
活
動
状
況

及
び
来
年
度
に
向
け
た
活
動

計
画
の
報
告
が
あ
り
、
更
に

各
ブ
ロ
ッ
ク
長
よ
り
、
地
区

来
年
度
の
活
動
方
針
等
を
審
議
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ホテル マイステイズ宇都宮

と
同
様
の
取
り
組
み
と
し
て
活

動
を
進
め
る
こ
と
で
承
認
を
得

ま
し
た
が
、
会
員
の
減
少
傾
向

が
、
今
後
も
増
々
続
い
て
い
く

こ
と
か
ら
「
組
織
の
あ
り
方
検

討
委
員
会
」
等
の
組
織
を
作
り

議
論
を
進
め
て
い
く
こ
と
も
必

要
で
あ
る
こ
と
が
、
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
地
震
や
豪
雨
の
被
害

者
へ
の
募
金
や
役
員
の
交
代
に

つ
い
て
提
案
が
あ
り
了
承
さ
れ

ま
し
た
。
更
に
全
国
交
流
集
会

に
参
加
さ
れ
た
有
路
幹
事
及
び

阿
久
津
幹
事
の
報
告
が
あ
り
ま
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足
利
市
に
お
住
ま

い
の
坂
本
や
ま
子
さ

ま
か
ら
、
暑
中
見
舞

い
の
御
礼
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

九
月
八
日
（
火
）
に
第

四
回
幹
事
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
開
会
に
あ
た
り

会
長
よ
り
次
期
参
議
院
議

員
選
挙
お
い
て
、
石
橋
議

員
の
後
継
に
鈴
木
良
知
さ

ん
が
、
出
馬
予
定
で
す
な

ど
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

交
流
会
開
催
報
告
及
び
来
年
度
予
定

等
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
来
年
度

へ
向
け
て
の
活
動
全
体
の
骨
子
が
決

定
し
ま
し
た
。
幹
事
会
終
了
後
食
堂

に
お
き
ま
し
て
、
懇
親
会
が
開
催
さ

れ
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
楽
し
み
ま
し

た
。

（
勘
解
由
）

暑
中
見
舞
い
御
礼



（2）第109号 退職者の会ニュース 2026年10月 1日

八
月
五
日(
水)

午
前
十
時
よ
り

第
十
一
回
事
務
局
会
議
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

各
種
報
告
事
項
及
び
今
後
の
日

程
の
確
認
。
ブ
ロ
ッ
ク
長
・
サ
ー
ク

ル
代
表
者
会
議
及
び
第
四
回
幹
事

会
の
議
事
内
容
に
つ
い
て
確
認
し
、

午
後
か
ら
の
ブ
ロ
ッ
ク
長
・
サ
ー
ク

ル
代
表
者
会
議
の
準
備
を
行
い
ま

し
た
。

六
月
九
日
～
十
日
に
東
京

都
内
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
退

職
者
の
会
「全
国
交
流
集
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

す
め
て
い
る
と
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。こ

れ
を
機
会
に
今
後
も
退
職
者

の
会
の
活
動
に
対
し
て
、
一
人
で

も
多
く
の
仲
間
に
参
加
し
て
貰
え

る
よ
う
積
極
的
に
声
か
け
を
し
て
、

楽
し
い
時
間
を
共
有
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

(

有
路
み
つ
え)

ま
た
、
地
震
や
豪
雨
の
被
害

者
へ
の
募
金
や
役
員
の
交
代
に

つ
い
て
提
案
あ
り
了
承
さ
れ
ま

し
た
。
更
に
全
国
交
流
会
に
参

加
さ
れ
た
、
有
路
幹
事
及
び
阿

久
津
幹
事
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
休
憩
の
後
、
各
サ
ー
ク
ル

の
リ
ー
ダ
ー
よ
り
、
今
年
度
の

サ
ー
ク
ル
活
動
状
況
及
び
来
年

度
に
向
け
た
活
動
計
画
の
報
告

が
あ
り
、
更
に
各
ブ
ロ
ッ
ク
長

よ
り
、
地
区
別
交
流
会
開
催
報

告
及
び
来
年
度
予
定
等
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
来
年
度
へ
向

け
て
の
活
動
の
骨
子
が
決
定
し

ま
し
た
。
幹
事
会
終
了
後
食
堂

に
お
き
ま
し
て
懇
親
会
が
開
催

さ
れ
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
楽
し

み
ま
し
た
。

午
後
か
ら
ブ
ロ
ッ
ク
長
・サ
ー

ク
ル
代
表
者
会
議
を
実
施
し
ま

し
た
。
冒
頭
、
町
田
会
長
よ
り

挨
拶
が
あ
り
会
議
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
会
議
に
つ
き
ま
し

て
は
第
四
回
幹
事
会
及
び
第
二

八
回
定
期
総
会
開
催
予
定
を
合

議
し
ま
し
た
。

続
い
て
県
南
・県
央
・県
北

の
各
ブ
ロ
ッ
ク
長
か
ら
来
年
度

の
活
動
状
況
の
報
告
及
び
来
年

度
に
向
け
て
の
実
施
計
画
の
説

明
が
あ
り
、
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。
冒
頭
、
町
田

会
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
そ
の

後
第
四
回
幹
事
会
及
び
第
二

八
回
定
期
総
会
の
開
催
予
定

を
協
議
し
ま
し
た
。
続
い
て

各
ブ
ロ
ッ
ク
長
か
ら
今
年
度

の
実
施
状
況
と
新
年
度
の
実

施
計
画
が
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。そ

の
後
、
笠
原
副
会
長
よ

り
「
と
ち
の
み
」
活
動
の
報

告
が
あ
り
、
最
後
に
各
サ
ー

ク
ル
の
実
施
状
況
報
告
や
今

後
の
進
め
方
の
説
明
及
び
来

年
度
の
補
助
金
に
つ
い
て
協

議
し
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
サ
ー

ク
ル
は
、
活
動
再
開
に
伴
い

補
助
金
を
復
活
し
、
そ
の
他

の
サ
ー
ク
ル
は
、
今
年
度
と

同
額
を
補
助
す
る
方
針
で
合

意
し
ま
し
た
。

(

矢
野)

ブ
ロ
ッ
ク
長
・
サ
ー
ク
ル
代
表
者
会
議
開
催各

支
部
協
等
か
ら
約
一
三
〇

名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

一
日
目
は
、
主
催
者
を
代
表
し

て
川
辺
会
長
か
ら
、
会
員
数
減

少
に
伴
う
諸
課
題
や
政
治
課
題

等
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
の
湯
田
執
行
委
員

か
ら
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
事
業

構
造
の
変
化
及
び
動
向
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
の
現
状
と
課
題

等
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
特
定
社
会
保
険
労
務

士
の
中
島
さ
ん
よ
り

「介
護
に
か
か
る
お
金
」に
つ
い

て
と
題
し
ま
し
て
特
別
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
の
私
た
ち
の
身
近
に
起

き
う
る
事
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

興
味
深
く
拝
聴
い
た
し
ま
し
た

が
、
や
は
り
貯
蓄
が
な
け
れ
ば

施
設
に
入
る
事
も
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
事
も
出
来
な
い
と

痛
感
し
ま
し
た
。

全
国
交
流
集
会
に

有
路
・
阿
久
津
両
幹
事
が
参
加

二
日
目
は
「会
と
会
員
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
」を
テ

ー
マ
に
七
つ
の
分
散
会
で
、
各

支
部
協
毎
に
、
活
動
報
告
及
び

日
々
の
悩
み
や
工
夫
、
活
動
へ

の
思
い
等
を
語
り
合
い
ま
し
た

が
、
ど
ち
ら
の
支
部
協
も
悩
み

は
お
な
じ
で
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。今

回
の
全
国
交
流
集
会
に
参

加
し
て
、
多
く
の
支
部
協
が
会

員
の
減
少
や
高
齢
化
と
大
き
な

課
題
を
か
か
え
て
い
る
中
で
も
、

色
々
と
工
夫
を
し
な
が
ら
仲
間

作
り
に
取
り
組
ん
で
活
動
を
す

今
年
度
の
活
動
報
告
及
び
来
年
度
の
活
動
計
画
等
を
審
議

そ
の
後
、
笠
原
副
会
長
よ
り

「と
ち
の
み
」活
動
の
報
告
が
あ

り
、
今
後
の
活
動
に
つ
き
ま
し

て
は
、
地
区
別
交
流
会
と
も
連

携
を
図
り
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
意

識
し
た
活
動
の
場
を
設
け
る
よ

う
検
討
を
す
る
こ
と
と
決
定
し

ま
し
た
。

最
後
に
各
サ
ー
ク
ル
の
実
施

状
況
報
告
や
今
後
の
進
め
方
等

の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
他
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
サ
ー

ク
ル
の
活
動
が
復
活
さ
れ
た
こ

と
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

(

矢
野)
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真岡の歴史をたずねて県
央

専
修
寺
・
桜
町
陣
屋
跡
・
大
前
神
社
等
を
散
策
！

旅行サークル

マ
ス
釣
り
と
バ
ー
べ
キ
ュ
ー

第
五
回
県
央
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
会
を

九
月
一
一
日(

金)

に
四
〇
名
の
参

加
を
い
た
だ
き
、
真
岡
市
の
散
策
を

実
施
し
ま
し
た
。

大
人
数
の
参
加
と
な
り
バ
ス
も
満

席
に
な
っ
た
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

小
雨
の
中
、
最
初
の
散
策
は
高
田

山
専
修
寺
の
お
参
り
を
筆
頭
に
桜

町
陣
屋
跡
、
二
宮
尊
徳
史
料
館
、
大

前
神
社
を
見
学
し
ま
し
た
。

食
事
は
「
う
な
源
」
に
お
い
て
そ
れ

ぞ
れ
好
み
の
昼
食
を
と
り
、
午
後
か

ら
真
岡
木
綿
会
館
に
て
機
織
り
、
藍

染
を
体
験
し
て
、
歴
史
と
文
化
を
実

感
し
つ
つ
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

(

県
央
ブ
ロ
ッ
ク
長

細
川

昭)

サークル活動ゴルフサークル

県
央
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
会

第４２回退職者の会
ゴルフコンペ

１１月１６日(月）

JGM宇都宮GC 開催予定

広島県・山口県
２泊３日の旅

令和９年４月中旬予定

第
二
六
回

Ｊ
フ
ェ
ス
タ

高田山専修寺
うな源

機織り

大前神社

七
月
四
日
（土
）那
須
フ
ィ
ッ
シ
ュ

ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
情
報
労

連
主
催
「ま
す
釣
り
＆
バ―

キ
ュ
ー

大
会
」に
県
北
会
員
を
中
心
と
し
た

家
族
一
二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
の
不
安
も
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
ん
な
天
気
も
物
と
も
せ

ず
、
各
々
釣
り
を
楽
し
み
、
釣
れ

る
と
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ま
す
釣
り
大
会
後
の
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
や
抽
選
会
で
は
、
当
た
り

外
れ
の
笑
い
声
が
絶
え
ず
家
族
や

組
合
員
と
の
交
流
を
深
め
る
一
日

と
な
り
ま
し
た
。
（荒
井
）



令
和
八
年

三
月

照
沼
芳
夫

(

81)
 

宇
都
宮
市

五
月

瓦
井

忠 (

81)
 

鹿
沼
市

佐
藤
義
昭

(

81)
 

宇
都
宮
市

山
口
国
雄

(

78) 

佐
野
市

小
貫
武
司

(

95) 

宇
都
宮
市

七
月

川
原
健
義

(

88) 

鹿
沼
市

八
月

村
上
聰
子 (

82) 

大
田
原
市

会
澤
和
枝

(

91) 

古
河
市

古
橋

功 (

80) 

宇
都
宮
市

白
井
康
二

(

80)

那
須
塩
原
市

おめでとうございます令和8年7月～9月 （敬称略）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

米
寿
88

米寿米寿米寿
● ●

喜寿喜寿喜寿古希古希古希
喜
寿
77
古
希
70

おめでとうございます

（
敬
称
略
）
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七
月

高
野
ミ
チ
子

那
須
烏
山
市

八
月

渡
辺

政
子

那
須
町

七
月

小
林

一
大

小
山
市

薄
葉

住
子

那
須
町

ハ
月

天
海

重
雄

佐
野
市

田
中

賢
治

栃
木
市

高
橋

武

下
野
市

安
生

隆

宇
都
宮
市

山
田

久
代

佐
野
市

増
渕
友
三
郎

宇
都
宮
市

七
月

小
池

弘
一

宇
都
宮
市

半
田

典
子

佐
野
市

岡
本

園
子

日
光
市

阿
久
津
順
子

宇
都
宮
市

増
山

和
子

栃
木
市

八
月

吉
原

春
久

日
光
市

九
月

安
河
内
弘
子

那
須
塩
原
市

佐
藤

幸
一

宇
都
宮
市

入
江

操

壬
生
町

藤
田

良
子

鹿
沼
市

湯
澤
三
千
代

鹿
沼
市

渋
江

昭
夫

鹿
沼
市

橋
爪

茂
夫

宇
都
宮
市

森

広
子

筑
西
市

九
月

村
上
二
三
男

那
須
塩
原
市

郡
司

文
夫

大
田
原
市

塩
田
三
枝
子

栃
木
市

久
し
ぶ
り
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
を
台
風
七
号
の

襲
来
を
心
配
し
つ
つ
六
月

二
四
日
、
宇
都
宮
市
陽
南

第
二
公
園
で
開
催
し
ま
し

た
。初

め
て
の
コ
ー
ス
で
場
所

が
分
か
ら
な
い
と
の
声
も

聞
こ
え
ま
し
た
が
何
と
か

集
合
出
来
ま
し
た
。

今
回
は
、
新
た
に
参
加
頂

い
た
中
島
和
也
さ
ん
に
腕

の
見
せ
所
を
見
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

大
会
が
始
ま
り
、
直
ぐ

に
「
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
！
」

の
声
が
聞
こ
え
始
め
盛
り

上
が
っ
て
来
ま
し
た
。

次
回
は
九
月
三
〇
日
、

同
じ
場
所
で
開
催
す
る
事

を
決
め
て
散
会
し
ま
し
た
。

成
績
は

優
勝-

亀
田
光
三
さ
ん

準
優
勝-

黒
崎
博
さ
ん

第
三
位-

江
田
静
子
さ
ん

（
室
越
定
男
）

佐野・栃木・宇都宮
３地区で活動中

カラオケサークル

宇都宮市
「東トライ」

月三回活動中

月一回
「佐野市民活動セター」

で勉強会を実施中

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
サ
ー
ク
ル

手話サークル

バドミントンサーク
ル
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